
ヤ
マ
ナ
セ
イ
ザ
エ
モ
ン
山
名
清
左
衛
門

究
永
一
諸
色
そ
の
統
凶
に
臨
す
る
o
前
者
は
之
を
総
桝
し
て

一
之
に
隠
し
、
十
二
年
直

A
-は
大
野
に
移
。
、
勝
山
領
一
放
に
、
『
加
到
凶
河
内
庄
民
樹
村
内
調
間
切
野
』
と
把
寸

十
三
年
初
め
て
召
出
さ
れ
て
千
石
を
領
L
、
御
馬
麹
一
西
谷
又
は
大
日
谷
と
い
ひ
、
後
者
は
東
谷
又
は
停
泊
一
を
弟
直
良
に
抽
出
っ
た
が
、
正
保
元
年
直
器
は
叉
山
形
一
る
と
共
に
、
地
方
人
は
限
額
・瀬
木
野
・河
合
に
か
け

に
班
し
た
が
、
天
和
二
年
自
殺
し
て
家
督
断
絶
し
た
。
一
谷
と
都
す
る
o
文
別
に
東
谷
の
一
見
出
に
帰
一
郎
川
が
あ

一
に
斡
封
せ
ら
れ
、直
良
そ
の
後
を
受
け
た
か
ら
、続
府

一
て
八
粁
的
の
闘
を

山
J

内
と
も
呼
ん
で
ゐ
た
の
で
あ

ヤ
マ
ネ

山
根

臥
石
川
郡
上
町
野
郷
本
郷
(
今
の
一

っ
て
、
そ
こ
に
地
獄
・涜
谷
・油田戸
各
日以
が
あ
る
o
是

一
は
勝
山
部
そ
十
六
ヶ
村
と
共
に
再
び
山
山
包
に
預
よ
叫
と
一
る
。
然
ら
ば
こ
の
鼠
域
は
石
川
市
河
内
庄
に
回
し
て

上
川
〉
の
内
の
小
守
。

一
等
の
地
若
L
王
朝
の
郷
名
に
従
ふ
時
は
凶
谷
・取材什

一
し
た
。
こ
れ
に
糾問
し
て
問
機
・荒
谷
(
仙
川
崎
能
決
州
匂
の

一
ゐ
た
こ
と
も
あ
り
、防
う
て
新
附
と
同
じ
〈
亦
山
f
一門

ヤ
マ
ネ
コ

山
猫

白

山
に
町
田
息
し
た
が
今
は
辰

一
及
び
同
附
谷
以
西
の
涜
谷
・瀬
戸
商
村
は
能
美
郡
山

一
一
六山い
は
天
一
止
八
年
佐
久
間
同
開
放
の
地
山
城
に
叙
し
て

一
庄
と
見
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
は
れ
る
。

な
い
。
昨
刷
伴
存
の
白
山
什
柏
木
芯
に
、『
山
獄
。
山
中
の
一
上
郷
で
、調
路
添
の
み
石
川
郡
に
問
酎
L
、何
よ
り
山
山

一
か
ら
そ
の
有
と
な
っ
た
が
、
十
一
年
脱
政
滅
び
て
前

一

ヤ
マ
ノ
ウ
チ
ヒ
デ
カ

ツ

山

内
第
勝
大
昭
苛
泌

聞
に
あ
り
。
形
朕
消
に
同
じ
う
し
て
地
長
〈
、背
地
一
縦
割
の
御
崎
市
山
た
る
現
仰
を
以
て
領
有
常
識
〈
こ
と

一
川
利
家
の
得
る
加
と
な
っ
た
。
後
明
附
元
担
・以
後
由
一
士
。
辺
倒
梢
牢
縦
。
梧
邸

・
m引
翁
引
人
は
湖

k
汎
州
品
品
川
と

の
上
黒
色、
隠
の
背
及
び
阪
足
白
色
也
。
』
と
記
す
る
。

一
な
か
っ
た
が
、後
凡
ベ
て
之
を
山
内
応
と
汎
都
L
、夏

一
山
嶺
上
訓
嗣
修
径
の
披
利
に
闘
し
、
ヰ
首
・
嵐
山
肌
と

一
鋭
し
、
東
方
添
加
及
び
芝
山
に
怨
ん
で
南
宗
の
引
を

ヤ
マ
ネ
チ
ョ
ウ
ダ
ユ

ウ

山

根
長
太
夫

羽
鮮
統
一
に

一
向
一
授
の
勢
力
織
な
る
に
及
び
、
山
内
庄
中

e

怒

一
地
一
昨
と
由
聞
に
宇
時
中
日
山
L
、
逢
に
鉱
文
入
年
前
井

一
描
い
た
。
明
治
イ
八
九
年
の
交
、
七
十
係
絞
で
問
問
。

の
御
衡
を
以
て
初
め
て
召
抱
へ
ら
れ
、
傑
七
十
人
扶

一
く
能
史
郡
二
百
サ
四
ぷ
判
中
に
釘
す
る
こ
と
に
な
っ

一
総
預
何
十
よ
ハ
村
加
到
総
領
一

τ村
北
ハ
に
綜
附
底
的
問
一

ヤ
マ
ノ

ウ

へ

山

ノ
上

河
北
部
小
坂
庄
に

m-

持
党
受
け
た
。
元
職
元
年
夜
、
子
孫
相
揖
嗣
い
で
絡
に

一
た
。
(
越
号
賀
三
州
芯
来
凶
紙
切
に
、
地開凶
・荒
谷
二

一
と
な
り
、
部
名
や
冠
せ
ず
し
て
白
山
々
総
ハ
叉
は
白

一
る
部
軒
。
卯
民
山
の
山
上
で
あ
る
か
ら
そ
の
れ
中
一

社

へ

る

。

一

邑
は
も
と
石
川
部
河
内
庄
で
あ
っ
た
が
、
沈
文
年
中

一
山
下
〉
と
総
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
得
、
前
面
は
金
保
の
山
，
上
町
に
接
す
る
。

ヤ
マ
ネ
ナ
ホ
カ
ド
山
線
直
販
良
太
夫
の
子
。

一
か
ら
中
d

川
全
消
印
計
と
し
、
之
h

可
能
決
別
に
回
せ

L
一
(
ご
〉
腕
畿
の
山
内
|
山

J

内
の
間
に
よ
っ
て
表
さ
れ

一

ヤ
マ
ノ
ウ
へ

山
ノ
よ

臥
東
部
河
原
凶
郷
に
川
崎

迎
税
勘
左
術
門

・
容
は
敬
心
。
食
品
肺
二
百
石
。
初
め

一
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
把
す
る
の
は
艇
で
あ
ら
う
o
u
一
る
臥
械
は
、
職
凶
時
代
に
な
っ
て
も
っ
と
脱
〈
な
つ

一
す
司
令
部
前
。

内小売
m
m
窯
成
伐
に
受
け
、
後
室
柏
崎
誕
の
門
に
入
り
、

一
次
い
で
融
制
川
信
長
の
鎚
前
中
H

柴
川
勝
家
に
拠
へ
た

一た
と
忠
は
れ
る
o
そ
れ
は
政
文
八
年
以
前
加
賀
滞
で

一

ヤ
マ
ノ
ウ
へ
カ
ス
ガ
ジ
ン
ジ
ヤ

山
上
春
日
神
社

徳
行
自
〈
し
て
七
才
の
一
に
鍛
へ
ら
れ
た
が
、
前
賦

一
時
、
天
正
七
年
勝
家
は
そ
の
酬
明
柴
川
三
左
衛
門
腕
政

一
あ
っ
た
石
川
部
河
内
住
吉
野
・
佐
良
・揃
披
・市
，限
・
一
河
北
加
山
上
に
在
る
o
式
内
容
mu
駐
杷
に
、『
小
坂
。

は
そ
の
好
む
所
で
な
か
っ
た
o
詑
永
四
年
波
。
一
に
命
じ
、
同
境
谷
峠
そ
越
え
て
兵
守
石
川
榔
吉
野
に
一
木
前
・中
宮
・胎
捻
守
山
，
内
七
今
村
と
い
う
た
こ
と
が

一
日
制
枇
o
小
坂
庄
内
拙
座
。
山
田
町
同
一
E
o
佐
古
以
来
小
坂

ヤ
マ
ノ
ウ
チ
タ
ロ
ベ
エ
山
内
九
郎
兵
衛
越
前
一
地
め
、
東
谷
・四
谷
及
び
搬
戸
の
十
六
ヶ
村
は
之
に
服

一
あ
ろ
か
ら
で
あ
る
o佐
良
村
九
兵
衛
の
耐
綜
お
に
も
二
庄
大
和
春
日
領
也
o
故
動
二
耐
山
上
村
地
内
プ
削
除

府
中
に
於
い
て
前
間
利
家
に
仕
へ
百
三
十
石
を
領
一
し
て
民
賦
宏
越
前
に
納
れ
た
が
、
回
路
荒
谷
は
石

一
前
聞
利
長
の
時
か
ら
町
永
十一

一
年
ま
で
、
吉
野
村
揃
一
有
v
之
O
』
と
あ
る
。
平
保
の
頃
耐
職
高
井
某
、
川市制

し
、
後ヤ
1
4
・石
宇
一
加
へ

、鹿
長
九
年
抗
十
石
を
唱
し
二
川
郡
吉
野
・佐
良
・四回
波
・
市
原
・木
市
巾
宮
と
共
に

一
兵
衛
・佐
良
村
一
一
代
同
九
兵
衛
が
こ
の
七
砂
利
の
代
官

一
が
式
内
た
る
こ
と
を
主
張
し
て
耐
削
榊
駐
と
改
め
た

十
年
父
七
郎
左
衛
門
治
知
の
内
五
十
石
を
併
せ
、
小

一
従
は
な
か
っ
た
。
こ
の
後
十
六
ヶ
村
は
越
前
大
野
郡

一
で
あ
っ
た
と
記

1
品
。
こ
、
に
能
決
籾
荒
谷
そ
加
へ

一
が
、
明
治
初
年
腕
は
之
を
原
氏
に
あ
ら
ず
と
し
て
山

府
組
に
斑
L
、
町
永
十
三
年
四
且
夜
し
た
。

一
に
邸
L
、
勝
政
は
勝
山
に
在
っ
て
之
十
一
治
し
た
o
十

一
ぬ
の
は
紡
し
い
か
、
涜
谷
は
も
と
新
口
出
の
畿
で
、
随

一
上
春
日
制
祉
の
抽
出
版
に
復
せ
し
め
、
七
年
一見
に
川
市
肌

ヤ
マ
ノ
ウ
チ
シ
チ
カ
ソ
ン
山
内
七
夕
村

』
ヤ
↑
一
年
防
家
滅
び
、羽
柴
努
苦
の
背
木
紀
伊
守
努
以
門
初

一
捺
の
出
村
で
ど
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
明
会
口

一
一
柳
枇
と
世
め
た
。

マ
ノ
ウ
チ
ジ
ヨ
ウ

山

内

庄

。
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名

一

短

)

を

し

て

大

野

城

に

尉

ら

し

め

る

必

及

び

、

一
野
か
ら
廷
に
松
方
の
手
取
川
布
陣
で
は
河
内
，
庄
町
耐一

ヤ
マ
ノ
ウ
ヘ
シ
ン
マ
チ
山
上
新
町

金

ヤ
マ

八
七.轟.，、


